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毎月１５日にホームページで発行 ＜冊子 1 冊３００円,年間３０００円＞ 
 

 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館（弁天２-１-５），港区民センター（弁天２-１‐５），港近隣センター（八幡屋１-４-２０），港区老人福祉セン

ター（夕凪２-５-２２），弁天町ＯＲＣ２００生涯学習センター（弁天１-２-２-700），銭湯（朝日湯除く），港区在宅サ

ービスセンター（弁天２-１５-１），築港在宅サービスステーション（築港２-４-１６），港スポーツセンター（田中３-

１-１２６），ほのぼの休憩所（八幡屋商店街内），石炭倉庫（波除６-５-１８），シネ･ヌーヴォ（西区九条１-２０-２４），

韋駄天尊（繁栄商店街内），珈琲館隠岐（磯路３-２５-６），港カギ防犯センター（港晴 1-4-8,磯路 2-11-3） 
 

 

 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★雨模様の空を吹き飛ばすような庶民の息吹

が印象的だった港区 No.1 地域行事｢池島ふれ

あいまつり｣(１頁)。活気の中に地域の人々の

心の繋がりも見えてくる催しでした。ただ関係

者の間には運営への不安(特に財政面)も。行

政と区民で考えるべき課題といえそうです。 

★行政と区民で考えるといえば、その最高の

場が「区政会議」（７頁）。真摯な議論にいつも

感心していますが、今回も港区の取り組みや

人口増への対策などが熱く語り合われました。

参加の委員、受けて立つ区役所、双方の一層

のレベルアップが期待されます。 

★レベルアップといえば、絶えずそれを図って

いるのがおもちゃドクター（３１頁）。人々の笑顔

だけをエネルギーに、高度な治療にひたすら

持てる技を注ぐ〝報酬なき医師団〟。その奉

仕精神の一端に触れて下さい。 

★持てる技といえば、今年も高齢者の入魂の

手仕事に改めて目を見張りました。港区老人

福祉センターの作品展（４４頁）。水墨画に編み

物に生け花に書道…。創作の喜びに溢れた展

示の模様を紙上に再現してみました。 

★ということで、１０月に続いて１１月もイベント

ラッシュ。全部載せたら印刷代（大半はインク代）

で赤字必至。と、今号もせこい了見で恐縮です

が、一部は次号回しということでご理解を。 
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